
埴輪（はにわ）ってどんな感じに並べてあったの？
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　銚子塚古墳の試掘調査が進むにつれて、出土する埴輪（はにわ）の破片数もだいぶ多くなってきました。
　今回は、そんな埴輪たちがもともとはどのように古墳に立て並べてあったのかを銚子くんに聞いてみましょう！！

やあ！僕、銚子くんだよ。みんな元気？台風や雨ばっかり
で困ったねえ。
　さて、今回は埴輪（はにわ）の並んでいた様子について
知りたいんだね？
銚子塚古墳からは円筒埴輪や朝顔形埴輪や壷形埴輪が出土
しているんだけど、そもそもはどのように立て並べてあっ
たのかは本当は良くわかっていないんだよ。

　銚子塚古墳には以前の調査などの成果から、前方部（前
の方の四角い部分）には段差が２段、後円部（後ろの方の
円形の部分）には段差が３段あったらしいことがわかって
いるんだ。この段差になる部分にどうやら埴輪が立て並べ
てあったらしいんだな。

前方部や後円部の頂上部分（てっぺんの平坦な部分）にも
埴輪が立て並べてあった可能性もあるけど、それはまだ不
明なんだ。知りたいねえ！

銚子くん

左のイラストは群馬県藤岡市とい
うところにある「白石稲荷山古
墳」という5世紀前半頃に造られ
た前方後円墳の復元イラストだ
よ。（５世紀前半ということは銚
子塚古墳よりも少し新しい古墳と
いうことだね）
　墳丘にいくつかの段が造成され
ていて、その肩の部分に円筒埴輪
や朝顔形埴輪が立て並べてあった
様子がよくわかるね。よく注意し
てみると、たくさんの円筒埴輪の
なかにいくつかの朝顔形埴輪が途
中途中に立てられていた様子が見
えるよ。

銚子塚古墳がこのとおりであった
わけではないけど、似たような状
態であった可能性もあるよ。
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白石稲荷山古墳（群馬県藤岡市）の復元イラスト

円筒形埴輪

あのねー。僕、銚子くんは本当は「色」が付いてい
るんだ！さて、何色でしょうか？
答えは考古博物館エントランス」の埋蔵文化財セ
ンター速報コーナーにあるよ！特別展のついでに
見てね！

朝顔形埴輪


